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岩井奉信教授略歴

生年月日
1950年（昭和25年） ８月10日生

学　　歴
1976年 ３ 月	 日本大学法学部法律学科卒業（法学士）

1976年 ４ 月	 慶応義塾大学大学院法学研究科政治学専攻修士課程入学

197８年 ３ 月	 	慶応義塾大学大学院法学研究科政治学専攻修士課程修了	

（法学修士）

197８年 ４ 月	 慶応義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博士課程入学

19８1年 ３ 月	 慶応義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博士課程修了

職　　歴
197８年 ４ 月～1979年 ３ 月　洗足学園大学講師（非常勤）　法学担当

19８0年 ４ 月～19８2年 ３ 月　東京成徳短期大学講師（非常勤）　政治学担当

19８1年 ４ 月～199３年 ３ 月　拓殖大学政経学部講師（非常勤）　政治社会学担当

19８1年 ４ 月～19８３年 ３ 月　	慶応義塾大学新聞研究所講師（非常勤）　社会調査

論担当

19８2年 ４ 月～19８３年 ３ 月　	駒沢大学法学部講師（非常勤）　政治社会学・政治

学担当

19８2年 ４ 月～19８３年 ３ 月　日本大学文理学部講師（非常勤）　政治学担当

19８３年 ４ 月～19８7年 ３ 月　常磐大学人間科学部専任講師

19８３年 ４ 月～19８7年 ３ 月　慶応義塾大学新聞研究所研究員（非常勤）

19８5年 ４ 月～19８6年 ３ 月　駒沢大学法学部講師（非常勤）　政治学担当

19８6年 ４ 月～19８9年 ３ 月　	慶應義塾大学法学部講師（非常勤）　政治行動論・

政治学・演習担当
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19８7年 ４ 月～1992年 ３ 月　常磐大学人間科学部助教授

19８7年 ４ 月～19８9年 ３ 月　	慶応義塾大学新聞研究所講師（非常勤）　コミュニ

ケーション調査論担当

19８9年 ４ 月～1990年 ３ 月　	日本大学法学部講師（非常勤）　政治研究・外国書

研究担当

1990年 1 月～1990年 ３ 月　	筑波大学第一学類講師（非常勤）　政治学特講Ⅱ担当

1990年 ４ 月～1992年 ３ 月　	慶應義塾大学法学部講師（非常勤）　政治学・演習

担当

1992年 ４ 月～2000年 7 月　常磐大学人間科学部教授

199３年 1 月～199３年 ３ 月　	筑波大学第一学群社会学類講師（非常勤）　政治学

特講Ⅱ担当

199３年 ４ 月～1996年 ３ 月　	慶応義塾大学法学部講師（非常勤）　政治行動論担当

199３年 ４ 月～199４年 9 月　	駒沢大学法学部講師（非常勤）　政党論・政治学担当

199３年 ４ 月～1997年 ３ 月　東洋大学社会学部講師（非常勤）　政治社会学担当

1995年 ４ 月～2000年 7 月　	日本大学法学部講師（非常勤）　政治学特殊研究・

政治学担当

1996年 ４ 月～2000年 ３ 月　	宇都宮大学国際学部講師（非常勤）　日本の政治担当

1997年 ４ 月～現在　　　　早稲田大学法学部講師（非常勤）　官僚制論担当

1997年 ４ 月～1997年 9 月　	慶應義塾大学総合政策学部講師（非常勤）　現代政

治・政治組織論担当

2000年 ４ 月～2002年 ３ 月　	慶應義塾大学メデアコミュニケーション研究所講師

（非常勤）　世論担当

2000年 ８ 月～現在　　　　日本大学法学部教授

2000年 9 月～2010年 ３ 月　	常磐大学人間科学部講師（非常勤）　現代政治分析

担当

2009年 1 月～現在　　　　	武蔵野大学客員教授（非常勤）公共政策特論・立法

過程特論担当
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19８7年 ４ 月～1992年 ３ 月　常磐大学人間科学部助教授

19８7年 ４ 月～19８9年 ３ 月　	慶応義塾大学新聞研究所講師（非常勤）　コミュニ

ケーション調査論担当

19８9年 ４ 月～1990年 ３ 月　	日本大学法学部講師（非常勤）　政治研究・外国書

研究担当

1990年 1 月～1990年 ３ 月　	筑波大学第一学類講師（非常勤）　政治学特講Ⅱ担当
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199３年 ４ 月～1996年 ３ 月　	慶応義塾大学法学部講師（非常勤）　政治行動論担当

199３年 ４ 月～199４年 9 月　	駒沢大学法学部講師（非常勤）　政党論・政治学担当
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1997年 ４ 月～1997年 9 月　	慶應義塾大学総合政策学部講師（非常勤）　現代政

治・政治組織論担当

2000年 ４ 月～2002年 ３ 月　	慶應義塾大学メデアコミュニケーション研究所講師
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公的委員会委員等
1992年 ４ 月～1999年 7 月　政治改革推進協議会第二委員会主査

199４年11月～1997年 7 月　日本学術会議法学政治学教育制度連絡会議委員

1997年 6 月～199８年 ３ 月　茨城県行政改革推進懇談会専門委員

2000年 6 月～2001年 ３ 月　茨城県選挙管理委員会投票率向上検討委員会座長

1999年 ４ 月～2000年 ４ 月　参議院の将来像を考える有識者懇談会委員

2017年 6 月～2020年 6 月　総務省政治資金適正化委員会委員

1999年 6 月～現在　　　　日本生産性本部幹事会委員

学会関係等
日本政治学会（理事）

日本マス・コミュニケーション学会（理事）

日本選挙学会（理事）

日本法政学会（理事・監事）

政策研究フォーラム（理事）

学内委員等
200３年 7 月～2005年 ３ 月　法学部学務担当

2005年 ４ 月～2006年 6 月　法学部次長（第二部担当）

200８年 ４ 月～2009年 6 月　法学部学務担当

2009年 7 月～2010年 ３ 月　平成22年度入学試験管理委員会委員

2012年 ４ 月～201３年 5 月　法学部学務担当

2015年 7 月～2017年 ３ 月　法学部次長（第二部担当）

2015年 7 月～2016年 ３ 月　平成2８年度入学試験管理委員会委員

2016年 ４ 月～2017年 ３ 月　平成29年度入学試験管理委員会委員

2016年 ４ 月～2017年 ３ 月　高大連携推進委員会委員



岩井奉信教授　主要業績
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岩井奉信教授　業績総覧（発表順）

著　　書
1979.　３.20　	『変貌する有権者─現代の選挙と政党』（共著：堀江湛編）創世

紀「新政治集団」（11−16４頁）「候補者イメージの構造」（1８7−

20３頁）

19８0.　４.15　	『政治心理学』（共著：堀江湛他編）北樹出版「ライフスタイル」

（８0−８9頁）

19８1.　6.15　	『保守回帰』（共著：白鳥令他編）新評論「保守回帰の有権者意識」

（7３−91頁）

19８2.12.10　	『現代の政治と社会』（共著：堀江湛他）北樹出版「社会変動と政

治」（21−29頁）「現代社会の病理と政治生活」（55−6４頁）「議会

政治と立法過程」（1３４−15３頁）「行政過程と官僚」（15４−170頁）

「政治的紛争と裁判」（171−1８0頁）「投票行動の論理」（2４４−255

頁）「有権者を動かすもの」（256−267頁）「現代政治と無党派層」

（26８−27８頁）「マスコミと選挙予測」（279−2８８頁）各章とも共著

19８３.　４.20　『現代政治過程論』（共著：黒川貢三郎他）北樹出版

19８３.　9.20　	『田中角栄全視点』（共著：自由国民社編）自由国民社「日本人と

田中角栄」（11３−15４頁）

19８４.　5.20　	『日本の政策過程』（共著：中邨章他編）梓出版「国会における政

党の立法行動」（6４−9３頁）

19８5.　４.25　	『現代政治の基本知識』（共著：浦野起央他編）北樹出版「政治の

概念とアプローチ」（ 2−３４頁）｢政治過程」（10４−1３４頁）

19８5.12.25　	『危機とデモクラシー』（共著：堀江湛他編）学陽書房「危機と政

策形成」（３2−52頁）

19８6.　6.　5　	『日本型政策決定の変容』（共著：中野実編）東洋経済新報社「国

会・内閣」（12−４9頁）
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19８6.　9.15　	『投票行動と政治意識』（共著：堀江湛他編）慶應通信「候補者イ

メージの分析」（6３−77頁）

19８7.　３.10　	『政党とデモクラシー』（共著：堀江湛他編）学陽書房「日本にお

ける政党と官僚」（2８2−297頁）

19８7.　４.10　『族議員の研究』（共著：猪口孝）日本経済新聞社

19８８.　9.22　『立法過程』東京大学出版会（全2４４頁）

19８9.　7.1４　	『西欧の議会』（共著：読売新聞社調査研究本部編）読売新聞新聞

社「立法過程の比較」（３2４−３４7頁）

1990.　３.３1　	『教養政治学』（共著：杉山逸男他）南窓社「選挙と投票行動」（169

−219頁）

1990.　４.2４　『政治資金の研究』日本経済新聞社（全279頁）

1990.10.20　	『税制改革の潮流─シリーズ現代財政第 2巻』（共著：宮島洋編）

有斐閣「税制改革の政治学」（6３−9３頁）

1990.11.３0　	『日本議会史録第 5巻』（共著：内田健三他編）第一法規出版「保

革図式の風化と多党化国会」（229−４00頁）

1990.12.　1　	『立法過程』（中国語訳）経済日報出版社：北京（全172頁）

1991.　３.　1　	『戦後史大事典』（共著：佐々木毅他編）三省堂「政治資金」「政治

資金規正法」「国民政治協会」「閣僚の資産公開」「政治倫理綱領」

「族議員」「自民党政経文化パーティー」項目

1991.　9.　1　	『ブリタニカ現代用語』（共著）ＴＢＳブリタニカ「国会」（250−

256頁）

199３.　6.　４　	『日本変革のビジョン』（共著：民間政治臨調）講談社「政治倫理

の確立」（３7−４7頁），「政治資金制度の改革と公的助成制度の導入」

（８6−106頁）

199３.11.10　	『日本の論点 ’9４』（共著：文藝春秋社）文藝春秋社「族議員よ，今

こそその政策能力を発揮，小政治と大政治の調整に徹せよ」（116

−119頁）

1995.　３.３0　	『メディアと情報のマトリックス』（共著：田村穣生・鶴木眞編）
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19８6.　9.15　	『投票行動と政治意識』（共著：堀江湛他編）慶應通信「候補者イ

メージの分析」（6３−77頁）

19８7.　３.10　	『政党とデモクラシー』（共著：堀江湛他編）学陽書房「日本にお

ける政党と官僚」（2８2−297頁）

19８7.　４.10　『族議員の研究』（共著：猪口孝）日本経済新聞社

19８８.　9.22　『立法過程』東京大学出版会（全2４４頁）

19８9.　7.1４　	『西欧の議会』（共著：読売新聞社調査研究本部編）読売新聞新聞

社「立法過程の比較」（３2４−３４7頁）

1990.　３.３1　	『教養政治学』（共著：杉山逸男他）南窓社「選挙と投票行動」（169

−219頁）

1990.　４.2４　『政治資金の研究』日本経済新聞社（全279頁）

1990.10.20　	『税制改革の潮流─シリーズ現代財政第 2巻』（共著：宮島洋編）

有斐閣「税制改革の政治学」（6３−9３頁）

1990.11.３0　	『日本議会史録第 5巻』（共著：内田健三他編）第一法規出版「保

革図式の風化と多党化国会」（229−４00頁）

1990.12.　1　	『立法過程』（中国語訳）経済日報出版社：北京（全172頁）

1991.　３.　1　	『戦後史大事典』（共著：佐々木毅他編）三省堂「政治資金」「政治

資金規正法」「国民政治協会」「閣僚の資産公開」「政治倫理綱領」

「族議員」「自民党政経文化パーティー」項目

1991.　9.　1　	『ブリタニカ現代用語』（共著）ＴＢＳブリタニカ「国会」（250−

256頁）

199３.　6.　４　	『日本変革のビジョン』（共著：民間政治臨調）講談社「政治倫理

の確立」（３7−４7頁），「政治資金制度の改革と公的助成制度の導入」

（８6−106頁）

199３.11.10　	『日本の論点 ’9４』（共著：文藝春秋社）文藝春秋社「族議員よ，今

こそその政策能力を発揮，小政治と大政治の調整に徹せよ」（116

−119頁）

1995.　３.３0　	『メディアと情報のマトリックス』（共著：田村穣生・鶴木眞編）
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弘文堂「テレポリティクス」（27４−2８1頁）

1996.　5.20　	『現代政治の解明』（共著：浦野起央・藤原孝・杉本稔編）北樹出

版

1996.　5.25　	『政治学のすすめ』（共著：猪口邦子編）筑摩書房「政策過程」（８８

−115頁）

1997.　８.　1　	“Japanese	Politics	Today”,	P.	C.	Jain	and	T.	Inoguchi	eds.,	Macmilan	

Education	Australia,	 ‘Japan’s	Agricaltual	Politics	at	a	Turning	

Point’,	（pp.	1８6−205）

1999.　2.25　	『メディアと公共政策』（共著：前田壽一編）芦書房「日本型政治

システムとマスメディア」（ 9−３7頁）

1999.　9.３0　	『政治改革1８00日の真実』（共著：佐々木毅編）講談社「細川内閣」

（151−206頁）

2001.　6.15　	『石原慎太郎賛否両論』（共著：石原慎太郎研究委員会編）ミリオ

ン出版「個性派ライバル知事と石原慎太郎，ここが違う」（15−19

頁）「価値紊乱者の文学ブックガイド」（16８−71頁）

200３.　３.10　	『新版：政治学がわかる』（共著：アエラムック）朝日新聞社「族

議員，政党部会」（３6−３9頁）

200３.　４.　1　	『石原総理の危うさ』（共著：鳥越俊太郎編）小学館「石原総理に

たちはだかる壁」（97−152頁）

200３.12.1８　	『現代日本政党史録：第 ４巻：五五年体制後期の政党政治』（共著：

北村公彦他編）第一法規「政治腐敗・政治倫理と政党」（３77−４22

頁）

2007.　7.12　	『日本の政治を採点する』（共著）言論ＮＰＯ「政治とカネ─政

治資金規正法」（４８−5４頁）

2011.　８.15　	『現代地方自治の課題』学陽書房「地方政治から日本を変える」

（2３３−261頁）

2012.　８.15　	『国家をめぐるガバナンス論の現在』秋山和宏・岩崎正洋編，勁草

書房「政権交代と利益誘導政治」（19−４2頁）
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2017.11.20　	『日本政治とカウンター・デモクラシー』岩崎正洋共編，勁草書房

「現代日本における議会制民主主義の限界」（ ３−22頁）

学術論文
1977.　３.３0　	「議会制民主主義における国政調査権の機能について」（共著：清

水幸男他）『山梨県立女子短期大学紀要』10号（5３−7３頁）
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（共同報告：猪口孝）Anual	Meeting	of	the	Association	for	Asian	

Studies:	Washington	Hilton	Hotel,	Washington,D.C.
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Chicago

19８7.10.　　学会発表

「官僚優位と政党優位の諸条件」日本政治学会：日本大学

1991.　5.11　学会発表

「立法過程の政治学」法社会学会：神奈川大学（主報告）

199４.　８.22　学会発表

“Political	Reforms	 in	Contemporary	Japan”	（単独報告）199４	

World	Congress	of	the	International	Political	Science	Association:	

Berlin

199８.　7.17　学会報告

“The	Political	 Impact	 of	 the	New	Regulations	 for	 Political	

Donations	 in	 Japan”	German	 Institute	 for	 Japanese	 Studies	

International	Conference	 for	Poltical	Reform	 in	 Japan,	Tokyo	

Hamamatsucho

200４.　5.16　学会発表

「日本経団連政治献金再開の経緯と論理」（単独発表）日本選挙学

会200４年度研究大会：中央大学

2011.10.　８　学会発表

「政権交代と利益誘導」日本政治学会：岡山大学
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